
 

 

今号では『本事業の１年間の振り返り』について紹介させていただきます。  

 本事業の推進に当たっては、１年間の成果と課題を検証するため、学校力向上達成目標（数値目

標）を設定して、全教職員で共通意識のもと取り組んできました。下記に達成目標に対する結果と、

課題に対する来年度の方策について示させていただきます。 

○学力向上プランによる目標達成型学習指導国語・算数単元テスト８０％以上の児童が８割以上 

→国語（８１％）算数（８４％） 

○子ども（学習・生活）スタンダードの定着８０％以上 

→学習（９３％）生活（８９％） 

○前の学年までに習った漢字が８割以上書ける児童８０％以上 

→１００％（３月時点） 

○全国学力・学習状況調査全国平均以上…全国平均との差について下記に記載 

 →国語Ａ（１．６） 国語Ｂ（２．２） 算数Ａ（０．２） 算数Ｂ（－０．３） 

○ＣＲＴ標準学力検査全国平均以上 

→全国平均を１００とすると国語（９９％）算数（１０２％） 

○４５分間の基本的な学習過程とノート指導の共通化による「授業が分りやすい」回答８０％以上 

→国語（９８％）算数（９８％） 

○長期休業中の「子ども朝活」参加５０％以上（夏３日間・冬４日間実施） 

→夏と冬を合わせた参加６２％ 

○地域人材を活用した体験活動 

→保護者アンケートの肯定的な回答率１００％ 

○若手教員のテーマ別研修 

→参加者アンケートの肯定的な回答率１００％ 

○「児童と向き合うための時間の確保」内部評価による肯定的な  

回答率８０％以上 →８５％ 

等については、達成目標を上回ることができています。 

【今後の課題について】  

●目標達成型学習指導について 

「教えること」と「考えさせること」を適切に指導過程に位置づけた学習活動によって基礎的・

基本的な学習内容の定着を図ります。 

●子どもスタンダード（学習・生活）の確実な定着について 

毎週金曜日の振り返りを次の週に生かすよう「できている子」「努力している子」をしっかり

と認め、継続した指導で徹底を図ります。 

●全国学力・学習状況調査のＢ問題のような発展的な課題について 

協働的な学びの中で「習得」したことを生かし、「探究」し合う授業を通して発展的な課題を

解決できる力を育成していきます。 

本事業も、今年度は４年目を迎えました。これまでの４年間の取組から見えてきた本校の強み（協

力的なＰＴＡ・伝統芸能保存会など地域人材の豊かさ・外部アドバイザーによる先進的な研究情報

など）を生かしながら、「檜山管内の教育研究をリードする」という使命感をもち、今後も学校力

向上のより確かな歩みを踏み出していく所存です。 

 保護者、地域の皆様の一層のご理解・ご支援をよろしくお願いいたします。 
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